
 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課では「子どもに発し、子どもに還る 学校づくり・授業づくり」の目標のもと、今年度の各事業を

推進する上での合言葉を「願いの実現へ共に創る一歩」として、各事業を推進しています。４、５月に実施し

た事務所の研修について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 令和６年５月 31日 

初任研スタート研修  

初任者ではない先生方も、勤務校やお近くの学校の初任者の先生と接する機会があると思います。お互いの

願いの実現に向けて一緒に学び合う、という姿勢で、是非とも授業を公開したり、さりげなく声をかけたりしてい

ただき、初任者の先生を支えていただければと思います。 

先生方は初任者の頃、授業づくりや学級づくり、子どもとの関わりについて、どのような願いをもっていました

か？そして、今はどのような願いをもっていますか？ 

そして、今はどのような願いをおもちですか？ 

 

昨年度の初任者が、年度末に今年の初任者のために残してくれたメッセージをスライドで視聴しまし

た。期待と不安を抱える今年の初任者の皆さんの背中を後押ししてくれる内容でした。 

4月 16日、今年度も初任者研修がスタートしました。 

初任者の先生方が自分の願いを自覚し、その実現に向けた一歩とし

てどのようなことに取り組むかを考えるきっかけにするため、現在抱

いている「授業づくり」や「学級づくり」、「子どもとの関わり」にお

ける願いをシートに整理し、互いに伝え合うグループワークを行いま

した。（指導主事も初任者の頃に抱いていた願いを発表しました） 

願いを語り合う中で、その願いをもった理由や目指す教師像、さら

には今抱えている悩みや困り感などにも話が膨らんでいく場面もあ

りました。同じ立場の仲間がどのようなことを考え、感じているのか

を共有したことで、新たな視点や次の一歩を踏み出すエネルギーを得

ることができた先生方も多かったようです。 

グループで話すことで自分 1人では考えつ

かないような話題や考え方に触れることが

できた。自分もいろいろ考えながら学級づ

くりや子どもとの関わりをしていきたい。 

日頃感じていたことが自分だけではないのだ

と少しすっきりした。子どものために日々頑

張っているエピソードを聞いて、自分もさら

に頑張ろうと思った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○研修１ 協議「探究する授業とは」 
研究主任の先生方がイメージする「探究する授業」や、スライドで紹介した「探究する授業」の事例を基に

これから取り組んでいきたいことや課題などを語り合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「自校の授業研究をより進めたい」という願いの実現に向けて、語り合いから「探
究する授業」の要素を共に捉えていくことを通して、自校へ戻っての授業改善の一歩
を見い出す姿が見られました。 

 

○研修２ パネルディスカッション・協議 「研究主任の役割とは」 
 昨年度まで各学校で研究推進の中核となっていた 3名の指導主事をパネラーにしたパネルディスカッショ

ンを行いました。「研究主任として大切にしていたことはまず同僚の先生方を知ること」などのリアルな声を

聴くとともに、フロアからも質問を受けて双方向の語り合いを実施しました。パネルディスカッションの後

は、研究主任としての経験年数が異なるグループで「研究主任の役割」について取り組みたいことや今抱え

ている課題を語り合いました。 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主任の先生方にとって、経験ある先生方が語る具体を聴くことでこれから何
を始めていくかの見通しを持つことに大いに役立ったようでした。また、自校の授
業研究を学校全体で進めたいという願いの実現に向け、授業研究のチームをどのよ

うにつくっていくかや、研究会や通信のあり方などを共に語り合うことにより、明
日から取り組む具体をつかむ一歩となりました。 

次回 9月 20日（金）は「探究する授業」の実践について共に学ぶ機会とする予定です。                

 グループの先生方やパネラーの先生方が「先生
方の良いところを見ましょう、広げていきましょ
う」とおっしゃっていたのがとても心に残りまし
た。研究主任２年目となり、どうしても先生方の
授業の課題に目がいって、「何とかしたい」という
熱量が先走りそうでしたが、もっと先生方の良い
ところに目を向けた研究をしていきたいと思いま
した。自分の意識をかなり揺さぶられたので、明
日からの研究に生かしていきたいです。 

自分はまだ漠然とした中で研究主任という立場に
いることを自覚できた。他校の先生方には、それぞ
れの思いやテーマがあり、そこへ向けるエネルギー
を感じた。今日教えていただいた工夫を少しでも学
校で実践していきたい。 

【研究主任会研修 当日スライドより】 

 「子どもの問いから始まる授業」
というところが、グループ内で共通
する意見でしたが、その授業を実現
するために先生方が様々に工夫され
ていることを知ることができてよか
ったです。同時に、本校の研究を見
つめ直すことができ、その価値を再
発見できたのは大きな収穫でした。
ぜひ自校に戻り、今日の学びを振り
返り、先生方と情報を共有していき
たいです。 

「第１回研究主任研修会」 

「探究する授業」の創造に向けた授業改善に向けて！ ＆ 

研究主任としての役割とは？ 

研究主任 
A先生 



 

 

第１回目となる今回は 35 名の先生方が参加し、様々な願いや自己課題をもった先生方と共に、「コンプラ

イアンスと服務の基本」についての講話や、「授業・学級づくりの基本」についての講義およびディスカッシ

ョンを通して、教師としての在り方や、授業・学級づくりについて学び合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
グループディスカッション 

後半のグループディスカッションは、各教科・領域等に分かれ、明日からの授業改善に向けて具体的に何に

取り組んでいくかを指導主事も交えて語り合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回日々の授業改善研修  ４月 30日（火） 
会場：長野合同庁舎 

 
・興味関心を引き出す授業づくりや題材  ・ICTの活用事例  ・活動と活動のつなげ方 

・学級経営や学級づくり ・生徒の協働する場面の工夫  

・主体的に考え、伝え合えるような授業  ・見通しをもって取り組める導入  

・ペアやグループの場合に応じた使い分け方 

・他校の健康観察の実施方法や学校保健委員会の開催方法 

参加された先生方の願いや自己課題 

【今後の予定】第２回日々の授業改善研修 ７月 12日（金） ぜひご参加ください！！ 

講話：「コンプライアンスと服務の基本 
～誠実は信用の基 熱意は発展の基～」 
講話では、教育公務員の使命や義務について再確認

しました。コンプライアンスについては、非違行為や

それを起こしてしまったことによる法的責任や負の

影響について、具体を通して考えました。 

【先生方の声】 

・学校でも非違行為の研修は行っているのですが、自

分の身を守るためにも「非違行為をしない」ということ

を大切にしていきたいと思いました。そのためにも、自

分の行いを日々振り返りたいと思います。 

・生徒だけでなく、信頼してくださっている保護者の方、

先生方、そして自分の家族も悲しませることにつなが

ることを改めて認識することができました。 

講義「授業づくりの基礎・基本～授業づく
りはどのように考える？～」 
講義では、学習指導要領や、長野県教育委員会の「教

育課程編成・学習指導の基本（＊通称『青本』」）の内

容を基に、資質・能力の育成につながる授業づくりに

ついて研修しました。 

【先生方の声】 

・学習指導要領に立ち返ることの大切さを忘れないよ

うにしたい。何を学び、どんな力をつけるのか明確にし

てから授業を行うことを心掛けたい。 

・学習の目標や課題を柱としてはっきりとさせておくこと

が重要だと学んだ。目標に照らしながら、目の前の子

供の実態に合わせて、学習方法や教材提示の方法を

工夫していきたい。 

・ 

 
・振り返りやまとめの視点で、学習問題に対するものと学習課題に対するものとを使い分けること 

で、授業の展開に見通しをもって取り組むことができそうだと感じた。 

・校内で一人職(養護教諭)という立場で、悩むことなどもありますが、担任の先生方や管理職の  

先生に相談しながら一人で抱えず連携していかれればと思います。 

        ・授業ごとのねらいを明確にし、音楽を形づくっている要素を常に考えられるような授業づくりをし 

ていきたいと思います。 

・この研修は、何度来ても他の先生方や主事の先生から学ぶことは多く、明日から早く実践してみ 

たいものが出てきました。 

参加された先生方の感想，明日への一歩 

 

学校保健・保健室経営 算数・数学 参加者同士の語り合い 



一人ひとりが尊重され 元気が湧いてくる 

 

北信地区 社会人権教育研修会 

日 時： 令和６年７月12日（金） 13：２0～16：30 （受付開始１２：５０） 

場 所： 千曲市戸倉創造館 （千曲市大字戸倉2305-1） 
12:50   13:20   13:30                                     15:00   15:20                                        16:30 
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○参加対象者  
（１）県・市町村社会人権教育担当者（行政職員、公民館関係者、社会人権教育推進者 など） 

（２）社会教育団体関係者（女性団体・青年団、社会教育委員、社会教育指導員、ＰＴＡ など） 

（３）学校人権教育関係者（幼稚園、保育所、小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校、高等学校 など） 

（４）人権擁護委員、民生児童委員、福祉事業関係者 など 

（５）企業人権教育関係者（公正採用選考推進員、企業内人権教育担当者 など） 

（６）人権教育実践力スキルアップ講座受講者 

（7）その他（人権問題に興味・関心のある方ならどなたでも参加できます） 
 

 

分 科 会 （15:20～16:30） 

第１分科会 【学校における人権同和教育の取組】・・・・屋代小学校ことばの教室 田玉 英子さん 

第２分科会 【性的マイノリティの人権】・・・・・・・・・・・・・ダイバーシティ信州 小泉 涼さん 

第３分科会 【女性の人権（男女共同参画）】・・・・・・・・・長野労働局 雇用環境・均等室 北原 江理さん 

第４分科会 【ワークショップ 「語り合い 気づこう 人権」】 

・・・・東信教育事務所生涯学習課 指導主事 中村 哲さん 

（13：３０～１5：00） 

  演 題   「日本と日本人のための多文化共生推進」 

講 師   佐藤 友則さん ［ＮＰＯ法人 ＣＴＮ（中信多文化共生ネットワーク) 代表理事 

                      信州大学グローバル化推進センター 教授］ 

＜申し込み＞ 別紙様式【参加申込書】に必要事項をご記入の上、北信教育事務所へ 

メールまたはＦＡＸでお申し込みください。締め切りは６月２６日（水）です。 
お問い合わせは担当者まで。 

長野県教育委員会事務局 北信教育事務所 生涯学習課（担当：宮坂） 

Ｔｅｌ：026-234-9552  Fax：026-234-955７ 

メール：hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp 


